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)log,( ttQt とすると、 tQ におけるC の接線の傾きは
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であるから、 

tQ におけるC の法線は tttxttxty loglog)( 2   

tP はこの法線上にあるから、 )0()log,( 2 trtttrrPt  とおく。 

このとき、円の半径は r に等しく、 rQP tt  であるから 
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